
生活科学課 室内聡子 

ＬＥＤ関連製品のデザイン手法の研究 
 

 

１．目的 

照明は目的に応じ必要な明るさで対象を照らす機

能が重要であるが，LEDの指向性や器具効率から試

作した照明で予想した照度が十分に得られない場合

があった．そこでLED関連製品開発の効率化を図り，

LED照明の製品化支援を目的として研究を行った． 

 

２．方法 

 日亜化学(株)製 LED型名 NSSW157ランク C2P10

を使用し，20W 蛍光灯防犯灯相当の LED 照明を次

の三つのプロセスでの開発，検証した． 

① シミュレーションにより水平面照度を予測 

ランプの光束約 620lm，器具効率を 70%とし，光

源に LED の発光スペクトル及び指向特性を設定．

LED一個あたりの光束を 80mA時の最大値と最小値

の平均 27.9lmとした場合に必要となる光源 32個を

4 行 8 列で原点に配置．路面となる評価面までの距

離 4.5m，大きさ 10m 平方でシミュレーションし水

平面照度を予測した．結果を図１に示す． 

シミュレーションでは人の行動を視認できる程度

とされる 3lx 程度以上の照度について，光源を中心

とした半径約 4mの範囲で確保できていた． 

② LED照明を設計・試作 

製造のイニシャルコストが低いアルミ押出で製造

することを前提とした形状でABS樹脂の筐体を作成．

グローブは透明アクリルにサンドブラスト処理を施

し，LED32個を実装した基板を取り付け，点灯モデ

ルを試作した． 

③ 配光測定装置の作成と測定 

点灯モデルの配光を確認するため，図２の水平方

向回転の光源回転方式配光測定装置を作成した．受

光器には JIS 一般形 AA 級照度計準拠の照度計を用

いた．②で試作した点灯モデルを光源として測光距

離 4mをとり，360°回転させ配光測定を行った．得

られた照度から光源からの距離 4.5m にある路面の

水平面照度を計算し，実測から計算した路面照度の

確認及びシミュレーションとの比較を行った．路面

照度について，3lx 程度以上の照度は光源を中心と

して半径約 4.8m の範囲内で得られていた．配光測

定とシミュレーションの照度比較の結果を図３に示

す．結果，多少のずれは見られたが，ほぼシミュレ

ーション数値に近い値が得られた． 

 

３．結果 

今回の研究ではシミュレーションと配光測定装置

を導入し試作開発を行い十分な照度が得られている

ことを確認した．照明を設計するにあたり，まずは

その用途に応じた配光と光度を持たす必要がある．

条件を満たす配光や照度が得られているかシミュレ

ーションで予測し，試作機の配光について配光測定

で確認できるようになった．これらの手法により，

今後の製品開発支援の効率化が期待できる． 

 

図１ 水平面照度シミュレーション 

 

 

図２ 配光測定装置 
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図３ 配光測定とシミュレーションの照度比較 


